
ゼミでの作品の読み込み 図書館紙芝居会でのひとこま

日本人にはおなじみの「紙芝居」が、世界的には
とても珍しい形態のメディアであることをご存じで
しょうか？お隣の韓国や中国からの留学生もほと
んど紙芝居を見たことがないそうです。紙芝居を楽
しむひとときは、わが国独自のコミュニケーション
文化なのです。
私の専門分野は心理学で、紙芝居を楽しむ場で、
人々が顔を見合わせて豊かにコミュニケーション
を繰り広げるところに注目しています。ゼミの学生
たちには、紙芝居上演に取り組むことを通して、「コ
ミュニケーションに大切なことは何か」を深く考え
るように呼びかけています。
ただし、ここでいう「コミュニケーションに大切な

こと」とは、「魅力的に自己表現すること」ではありま
せん。紙芝居を演じる上で重視することは、作品の
物語を深く読み込んでその魅力を観客にしっかり
伝えること、そしてその物語を味わうことで生まれ
る気持ちを観客のみんなと一緒に分かち合うこと、
です。「紙芝居を楽しむ文化」とはすなわち、「共感を
尊ぶ文化」なのです。ですから、学生は「演じ手」とし

て、作品の絵と言葉（脚本）の意味を深く読み取り、
作者（脚本家と画家）が作品に込めた思いや願い
に、まず自分自身が共感しようと努めます。そうして
自分が味わった気持ちを、今度は観客にどのように
伝えればよいのか、を考えるのです。
ある卒業生に「学生時代、紙芝居上演に取り組ん
だ経験は、社会生活に何かプラスになっている？」と
尋ねました。すると、こんな返事が返ってきました。
まず、人前でも話し慣れている気がする。また、作品
をじっくり読み込むことが楽しかった記憶があり、
何かにつけて「これはどういう意味？」「どういう意
図で使われた言葉？」と疑問を持つようになった。
そして、「聞き手」を意識する気持ちをもち、自分が
伝えたいことを相手に分かりやすく伝えようとする
態度が身についた、と話してくれました。
この三つを挙げてくれたことは、私にとってはと
ても嬉しいことでした。

シーボルト校
研究紹介

Vol.52

長与町に立地する長崎県立大学シーボルト校。
すぐ近くの大学でどのような研究が行われている
かをシリーズで紹介していきます。

大学生が紙芝居の文化を学ぶ意義

国際社会学部　国際社会学科
柳田　多聞　准教授
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■ほほえみ号巡回予定日（火曜日・土曜日）●休館日
※大雨などにより、巡回ができない場合があります。
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図 書 館 だ よ り
vol.430

☎883-1799　FAX883-7222　
開館時間：10時～18時　
ホームページ https://www.nagayolib.jp/

長与町図書館 パソコンや携帯、スマートフォンから資料の検索や
予約ができます。 電話・FAX での予約もできます。

NEW 新しく入った本

NEW 新着図書

『オール電化・雨月物語』　青柳　碧人／著　PHP 研究所
『受け手のいない祈り』　朝比奈　秋／著　新潮社
『ブレイクショットの軌跡』　逢坂　冬馬／著　早川書房
『絵馬と脅迫状』　久坂部　羊／著　幻冬舎
『熟 柿』　佐 藤　正 午 ／ 著　KADOKAWA
『伊根の龍神』　島田　荘司／著　原書房
『歌舞伎町ララバイ』　染井　為人／著　双葉社
『灯 火』　本 城　雅 人 ／ 著　祥 伝 社
『みしらぬ国戦争』　三崎　亜記／著　KADOKAWA
『美土里倶楽部』　村田　喜代子／著　中央公論新社
『織部の妻』　諸田　玲子／著　KADOKAWA
『百一歳。終着駅のその先へ』　佐藤　愛子／著　中央公論新社

お知らせ

イベント名 日 時・場所
おはなし会
（3歳～）
※予約不要

時
所
毎週土曜日11時～（20分程度）
1階児童書畳コーナー

時
所

大人のための
おはなし会
※予約不要

7月13日㊐11時～12時
3階ホール

ぴよちゃん
おはなし会
（0～2歳）
※予約不要

イベント情報 ※中止になる場合もあるため、
　ホームページ等でご確認ください

今月の特集展示
※正面玄関入口近くに設けています。

時・刻・とき
大人向け

①雨がふると･･･
②長与の子の心を
　見つめる教育週間

児童向け

◎長与の子ども俳句　募集中！
　今年も町内の小・中学生の俳句を募集します。
　入選者には賞状と賞品がありますので、ふるってご応募ください。
　対象学年：小学5年生～中学3年生

　募集期間：8月24日㊐まで

　詳しくは図書館にお問い合わせください。

◎夏の子ども読書クラブ　募集中
　本の世界で楽しく遊びましょう

　日　　時　①7月25日㊎　②8月1日㊎
　　　　　　午前10時～11時40分
　　　　　　（1回のみの参加もできます。）
　場　　所　長与町図書館3階ホール
　内　　容　本の紹介、ゲームまたは工作
　対　　象　町内の小学1・2年生（20名）
　申込期間　7月4日㊎まで

　詳しくは図書館にお問い合わせください。

時

所

6月4日㊌・18日㊌
7月2日㊌・16日㊌
①11時～ ②14時～（20分程度）
1階児童書畳コーナー

整理収納アドバイザー・中村
真穂に依頼した人たちは、片
づけを通して人生を見直す
きっかけをもらい前向きに
なっていく。5つの短編集。

「腕が鳴る」
桂　望実／著　祥伝社

世界的な霊長類学者の著者
が、霊長類研究の視点から「人
間の老い」をテーマにした本。
人間はなぜ老年期が長いの
か？

「老いの思考法」
山極　寿一／著　文藝春秋
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